
今夏は海外旅行の増加に伴い、麻疹（はしか）の流行が懸念されています。麻疹は
感染力が非常に強く、罹ると高熱などの激しい症状に加えて重篤な合併症を起こし
やすいため、先進国でも感染者の1000人に１人が亡くなるという病気です。
本学の学生は、全学科決められた学年で抗体検査の機会がありますが、過去に麻
疹に罹ったことがなく、予防接種を受けていない人は十分に注意が必要です。
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1. はしかに注意！

3. 大人も気をつけたい夏の感染症

5月８日（新型コロナ5類移行）以降、接触機会が増えたことにより、子どもを中心にRSウイルスやヘル
パンギーナなどが急増しています。また、新型コロナは全国的に緩やかな増加傾向にあり、一部の県では
インフルエンザも増えています。それぞれが可能な範囲で基本的な感染防止対策を続けましょう。

主な症状
感染
経路

予防 感染したとき

麻疹
（はしか）

《前駆期（カタル期）》
38℃前後の発熱やかぜ症状、
頬の内側の白い斑点など
《発疹期》
39℃以上の高熱、全身の発
疹

《合併症》・・・約30％に発生
肺炎や中耳炎、脳炎など

空気

飛沫

接触

◎予防接種

※非常に感染力が強く、空気
感染するためマスクや手洗い
で感染を防ぐことはできません。
麻疹に罹ったことがなく、予防
接種を受けていない、または受
けたかどうかわからない人は抗
体検査や予防接種を検討しま
しょう。

感染の疑いがあることを医療
機関に電話等で伝え、指示に
従って受診してください。
医療機関への移動時は、マスク
を着用し、公共交通機関の利
用を可能な限り避けましょう。

《出席停止》
解熱後３日を経過するまで

咽頭結膜熱
（プール熱）

発熱、咽頭痛、結膜充血、眼
痛、羞明、流涙、眼脂など

飛沫

接触 ◎手洗い
◎プール前後のシャワー
◎感染者との密接な接触を
避ける(タオル等を共用しな
いなど）

医療機関を受診し、適切な診
断と治療を受けましょう。

《出席停止》
咽頭結膜熱：主要症状が消退
した後２日を経過するまで

流行性角結膜炎：医師が感染
のおそれがないと認めるまで

流行性角結膜炎
（はやり目）

瞼の浮腫、結膜の充血、眼痛、
流涙、眼脂、耳前ﾘﾝﾊﾟ節の腫
脹など

接触

手足口病
口の粘膜や手足の発疹、軽
度の発熱

飛沫

接触

経口

◎手洗い、うがい

※回復後もしばらくは便にウイ
ルスが排出されるため、感染し
た乳幼児の看病をするときは
便の処理に気をつけましょう。 症状が激しいときは早めに医

療機関を受診しましょう。
ヘルパンギーナ

38～40℃の発熱、口内の水
泡・潰瘍、咽頭痛

飛沫

接触

経口

RSウイルス

発熱、鼻汁など

※多くは軽症で済みますが、重
症化すると細気管支炎や肺炎
になることもあります。

飛沫

接触
◎手洗い、うがい

参考：国立感染症研究所 感染症情報（麻疹とは、咽頭結膜熱とは、流行性角結膜炎とは、手足口病とは、ヘルパンギーナとは、RSウイルス感染症とは）
https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases.html （2023/6/6参照）

厚生労働省 感染症情報（麻疹について、手足口病に関するＱ＆Ａ、わかりやすい感染症Ｑ＆Ａ（ヘルパンギーナ、咽頭結膜熱）、RSウイルス感染症Q&A）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/index.html （2023/6/6参照）

2. 様々な感染症が流行しつつあります

夏は麻疹に限らず子どもを中心に様々な感染症が流行しやすい季節です。中には大人が罹ると重症化
するものもありますので注意しましょう。


